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＜活動事例の要旨＞ 

 

１ 普及活動の課題・目標 

玄米成分の特徴と成分含量に関与する要因を把握すること。 

特に玄米中のカリの含量の確認と関係する要因を把握することが目的 

 

２ 普及活動の内容  

平成２５年度に水稲に対する苦土と加里の施肥試験を行ったが、一部農林事務所を

除き収量と品質に差が見られなかった。また、この調査対象の２５点の水稲の施肥量

と出穂期の葉中の苦土と加里の濃度とは無関係であった。さらに、この中から 7点の

玄米の成分を測定したところ、日本食品標準成分表に比べカリ含量が低い結果が得ら

れたが、施肥などとの関係は見られなかった。 

平成２６年度は、柳井、周南、下関の各農林事務所の協力を得て２６の玄米サンプ

ルを分析し、農林事務所から提供を受けた収量、施肥量等との関係を調査した。 

 

（１）玄米成分の調査項目 

①１Ｎ塩酸を用いて玄米から成分を抽出し、ＩＣＰで測定 

測定元素 Ｐ、Ｋ、Ｃａ、Ｍｇ、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｚｎ、Ｎａ、Ｓｉ 

②玄米の蛋白質（窒素）は近赤外装置で測定 

 

（２）収量、施肥量等 

収量、籾数、千粒重、穂数、株数、粒径、粗籾数、わら重 

元肥窒素量、追肥窒素量、リン酸施肥量、加里施肥量 

農業部の調査結果を利用 

 

（３）対象地域と品種別点数 

①柳井  ９点 ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ２ ｺｼﾋｶﾘ４ ｷﾇﾑｽﾒ１ ﾋﾉﾋｶﾘ１ ﾆｺﾏﾙ１ 

②周南  ７点 ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ１ ｺｼﾋｶﾘ１ ｷﾇﾑｽﾒ５ 

③下関 １０点 ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ２ ｺｼﾋｶﾘ３ ｷﾇﾑｽﾒ３ ﾋﾉﾋｶﾘ２ 

 

３ 普及活動の成果 

（１）２５度の玄米の分析結果では、カリ含量のみが食品標準成分表に比べ低かった

が、２６年度の調査ではカリとリンが低い状況にあった。 

（２）リンについては、品種簡に有意な差がありコシヒカリ、ひとめぼれは食品標準

成分表に近い値であったことから、品種の影響が大きいと思われる。 

（３）カリについては、品種間の有意差が見られないが、品種間内のばらつきが大き

く、地域間に有意な差があることから、外部要因で玄米中のカリ含量が変化する

と思われる。 



（４）玄米中のカリ含量に影響を与えている要因を統計的な手法で調査したが、理由

を説明できる結果を得ることができなかった。 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

玄米成分の分析は塩酸いよる抽出法を用いた。このため、全ての成分が抽出されて

いない可能性がある。また、微量要素は濃度が低いため正確に分析できていない可能

性があることに注意が必要。 

今回は土壌と用水の分析値がないので検討をしていないが、これらとカリ含量の関

係を検討する必要がある。 

 

（１）玄米中成分 

 

 

  

P K Ca Mg Fe Mn Cu Zn Na Si Mo Al 収量

kg/10a

周南１ヒトメ杉村ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ 263 222 10 124 0.9 2.0 1.9 4.3 1.6 0.4 8.4 619
周南２コシ石川 ｺｼﾋｶﾘ 253 232 9 108 0.7 2.4 2.0 3.5 1.4 0.6 7.4 395
周南３キヌ重田 ｷﾇﾑｽﾒ 217 194 10 99 0.7 2.2 2.0 3.8 1.5 0.5 7.5 423
周南７キヌ岩城 ｷﾇﾑｽﾒ 240 254 9 112 0.8 2.6 0.4 2.4 3.3 1.6 0.5 6.9 533
周南８キヌ岩城２ｷﾇﾑｽﾒ 239 230 9 103 0.7 2.2 2.4 3.1 1.6 7.5 549
周南９キヌあどうじｷﾇﾑｽﾒ 210 196 9 95 0.7 1.9 1.7 4.6 1.4 0.4 1.0 7.7 578
周南１０キヌ下郷ｷﾇﾑｽﾒ 230 237 10 106 0.8 2.8 0.5 2.2 3.5 1.6 1.0 7.8 553

柳井１コシ定点 ｺｼﾋｶﾘ 323 237 9 115 0.7 2.6 0.7 2.3 2.8 1.6 0.4 6.1 508

柳井２コシ早期 ｺｼﾋｶﾘ 361 216 9 126 0.8 2.3 0.4 2.4 2.3 1.6 6.7 557

柳井３コシ一発 ｺｼﾋｶﾘ 331 211 8 114 0.7 2.6 0.4 2.3 3.3 1.6 6.9 560

柳井４コシウェストｺｼﾋｶﾘ 340 200 9 123 0.7 2.2 2.2 2.5 1.5 0.6 7.2 611

柳井５ヒトメ長野ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ 327 239 8 129 0.8 2.7 0.5 2.5 2.7 1.5 6.6 459

柳井６ヒトメ小行司ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ 230 216 8 106 0.7 2.8 0.5 2.2 2.6 1.4 0.8 0.7 6.6 411

柳井７キヌ秋守 ｷﾇﾑｽﾒ 187 186 9 94 0.6 1.6 2.0 1.8 1.6 0.5 0.7 6.8 658

柳井８ヒノ大波野ﾋﾉﾋｶﾘ 216 191 9 104 0.6 2.1 2.1 2.8 1.4 0.4 0.7 6.8 490

柳井９ニコマル柳井ﾆｺﾏﾙ 208 224 8 98 0.6 1.9 2.1 1.9 1.3 0.9 6.1 464

下関１コシ内日 ｺｼﾋｶﾘ 261 225 9 127 0.9 2.6 0.9 2.9 3.0 1.5 1.3 7.8 468

下関２コシ吉見慣行ｺｼﾋｶﾘ 247 189 10 103 1.1 2.0 1.4 2.6 3.7 1.7 0.4 6.0 430

下関３コシ吉見Mgｺｼﾋｶﾘ 247 180 10 110 0.9 2.0 1.2 2.4 3.9 1.7 0.6 6.1 527

下関４ヒノ松屋 ﾋﾉﾋｶﾘ 256 171 8 106 1.0 2.1 1.1 2.8 4.1 1.4 7.0 491

下関５ヒノ植松 ﾋﾉﾋｶﾘ 227 175 10 93 0.9 2.6 1.2 2.4 3.0 1.3 6.7 511

下関６ヒトメ下小野ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ 331 221 10 124 1.0 2.0 1.2 2.5 4.8 1.5 8.3 488

下関７ヒトメ下八道ﾋﾄﾒﾎﾞﾚ 238 203 9 110 1.2 2.1 1.0 2.3 4.3 1.4 0.4 1.3 8.8 472

下関８キヌ中河内ｷﾇﾑｽﾒ 210 200 9 96 0.9 1.9 1.6 2.6 3.1 1.4 1.4 7.6 526

下関９キヌ宇内 ｷﾇﾑｽﾒ 193 164 10 93 1.0 2.4 2.5 3.0 3.0 1.4 1.2 6.5 497

下関１０キヌ植松ｷﾇﾑｽﾒ 218 162 8 94 0.8 2.1 1.1 2.2 3.4 1.4 0.4 1.1 7.0 532

mg/100g
サンプル名 品種

タンパ
ク%



平均値 

 

 

（２）地域別の供試品種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

P K Ca Mg Fe Mn Cu Zn Na
238 223 9 107 0.8 2.3 0.5 2.1 3.6
280 213 9 112 0.7 2.3 0.5 2.2 2.5
243 189 9 105 1.0 2.2 1.3 2.6 3.6

P K Ca Mg Fe Mn Cu Zn Na
254 207 9 108 0.8 2.3 1.0 2.3 3.2

50 25 0.7 12.0 0.2 0.3 0.5 0.3 0.7
361 254 10 129 1.2 2.8 2.5 3.0 4.8
187 162 8 93 0.6 1.6 0.4 1.7 1.8

リン カリ カルシウム マグネシウム 鉄 マンガン 銅 亜鉛 ナトリウム

290 230 9 110 2.10 2.05 0.27 1.80 1.00
296 258 11 122 1.03 2.48 0.31 1.75
264 268 33 143 1.80 2.02 1.00

標準偏差
全試料最大

五訂増補 日本食品標準成分表

昭和34年　久保他
ＵＳＤＡ栄養データーベース 中粒玄米　生

参考　玄米の一般的な値

全試料最低

ｍｇ/100ｇ

周南平均
柳井平均
下関平均

全試料平均値



（３）玄米中のリンとマグネシウムは比例する。 

 
 

（４）玄米中の鉄と小米は反比例する。 

 

  



（５）玄米中のカリと関係するもの 

 

  

 

（６）玄米中の蛋白と関係するもの 

 
 

 


